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平成１６年度拠点大学交流事業実施報告

施設農業（ビニルハウス栽培）の改良

• キュウリのハウス栽培における連作障害回避策を構築するため、連用に伴う土壌の劣化に注目
し、耕作履歴の異なる土壌でキュウリを栽培し、ハウス内外の気温、地温、日射、湿度、土壌
水分の経時的変化を調べるとともに、土壌、植物の無機成分及び土壌微生物、作物の収量、病
気の発生について調査した。その結果、耕作履歴が増すに従って、生産量が減少し、キュウリ
の病気が増加する傾向が認められた。外部気温が氷点下であっても、ハウス内は10℃を維持で
きることと、相対湿度が夜間はほぼ100％、日中でも90％程度で推移していることなどを確認
した。多変量回帰分析を行い、ハウス内の温湿度環境に対する影響因子を同定した結果、日中
の温度には日射が、夜間の温度には壁温が、湿度には壁温と土壌水分が影響因子であることが
示された。遺伝アルゴリズムを応用した水収支モデルによる解析から本圃場では40cm以深へ
の浸透水損失はほとんど発生しておらず、蒸発散量は1.5 mm/d 程度であることが明らかとなっ
た。土壌サンプルを日本に持ち帰らずに、土壌水分特性曲線、飽和透水係数、不飽和透水係数
を推定するために、内部排水法と定水位浸潤法を用いて実験を行い、数値モデルによる逆解析
を行った。

• 比較研究のために、鳥取大学農学部敷地内ビニルハウスにおいて、キュウリ果実収量・品質・
成長に及ぼす灌漑水量の影響調査を行った結果、土壌水分状態が一定範囲内（土壌水分張力：
10-35、 45-65、 80-125cmH2O）では、果実の収量、品質、成長は影響を受けないが、果実カ
ルシウム含有率を低下させる土壌水分状態の閾値を見出した。

耐乾性作物の作出（無底枠試験区やポット試験のコムギ栽培）

• 鳥取大学農学部附属農場において、耐乾性コムギ品種の選抜のために強耐乾性が期待される品
種の成長・無機元素吸収特性を調査した結果、一般的に栽培される品種とは異なる無機元素吸
収特性を示すことが明らかになった。さらに、異なるコムギ６品種について、耐乾性に関する
４種の抗酸化酵素を測定し、２種類でスーパーオキシドジスムターゼの活性が若干高いことが
明らかになった。
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